
2019年度　川崎医科大学　前期理系　第３問

問題 0 · t · ¼とする。原点を Oとし，点 Aの座標を (cos t; sin t)とする。点 Oを，点 Aを中心に時計回り

に 3t回転移動させた点を Pとし，点 Pの座標を (f(t);g(t))とする。

(1)
¡!
OP =

¡!
OA+

¡!
APにより，

f(t) = cos t ア cos イ t; g(t) = sin t ウ sin エ t

である。ここで， ア と ウ は，それぞれ，符号+，¡のいずれかである。

(2) t = aにおいて f(t)が最大値をとるとき cosa =
オ

カ
であり，f(a) =

キ

ク
である。

(3) 0< c< ¼とし，t = cのとき点 Pは原点にあるとする。

(i) c =
ケ

コ
¼である。

(ii)

Z c

0
sin2 t dt =

サ

シ
¼+

E

ス

セ
，
Z c

0
sin t sin 2t dt =

E

ソ

タ
である。

(iii) tが 0 · t · cの範囲を動くとき，点 Pが描く曲線で囲まれる図形の面積を Sとする。

S =
Z c

0
g(t)f0(t) dtが成り立つことを用いると，

S =
チ

ツ
¼

である。
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